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飛騨市成人式
新たな誓いを胸に

2020
飛騨市始動

４

飛騨市成人式が１月３日、市内２会場で開かれました。
今年の新成人は251人（男性128人、女性123人）。
色あざやかな振り袖や真新しいスーツに身を包み、大人の仲
間入りをしました。
都竹市長から成人証書と記念品目録が手渡され、新成人の
代表は「二十歳になっての誓いの言葉」を力強く述べました。
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更 英

調 飛 鮎飛定男さんによる工女さんなりきりツアー

　飛騨の語り部の鮎飛定男さんが案内する「工女さんなりき
りツアー」が１日、古川町で開かれ市民ら８人が参加しまし
た。
　このツアーは、古川町に残る飛騨の糸引き工女に縁のある
場所を鮎飛さんと一緒に巡るツアーで、語り部として当時のよ
うすを伝える鮎飛さんが市美術館の展示に合わせて企画しま
した。
　ツアーでは、工女や検番の服装に扮した参加者らが、鮎飛
さんから当時の工女のようすや生活などについて話を聞きな
がら、円光寺を発着点に三嶋和ろうそく店、野麦峠の碑や真
宗寺などを訪ねました。

　ユースエール認定企業の認定を受けたニプロファーマ飛騨
工場（株）が５日、市役所を訪れ、都竹市長に報告しました。
　ユースエール認定（若者雇用促進法に基づく認定）制度
は、厚生労働省が若者の雇用育成に積極的で若者の雇用管
理の状況などが優秀な中小企業を認定するもので、医薬品
製造業では東海地方で初です。
　この日は、高山公共職業安定所の大家実所長、同社の竹
内秀元代表取締役社長、同大久保昭憲工場長が市役所を訪
れ、11月29日にハローワーク高山で認定通知書の交付を受
けたことを報告しました。

　調理師関係功労者の厚生労働大臣表彰を受けた南吉城
調理師会に所属する金子春貴さんと玉腰正人さんが５日、都
竹市長に受賞を報告しました。
　この表彰は、調理師の組織活動の発展向上や調理技術の
発展・資質向上に貢献された個人に授与されるもので、今年
度は全国で120人が選ばれ岐阜県内では２人、11月26日に
厚生労働省で表彰を受けました。
　この日は、古川町大野町でとんかつ店「とんかつ弁慶」を
営む金子さんと古川町壱之町で創作イタリアン・フレンチレ
ストラン「タスパdeシャングリラ」を営む玉腰さんが市役所を
訪れ、都竹市長に喜びを報告しました。

　神岡町で移動スーパーを経営している坂本佳祐さん、坂本
良威さんが4日、市役所を訪れ、子ども向けの英語教材を寄贈
しました。
　地元の子どもらに幼いころから英語に慣れ親しんでもらお
うと毎年寄贈していただいています。
　この日は、売り上げの１％と移動販売車に設置した募金箱
に寄せられたお金、個人協賛者から寄せられた寄付金を活用
して購入した、音のでる絵本など約70冊を都竹市長に手渡し
ました。
　佳祐さんと良威さんは「絵本を通して英語に興味を持つき
かっけ作りになれば」と話しました。

騨の糸引き工女ゆかりの場所を巡る
12月１日（日）　円光寺・古川町市街地

飛騨の糸引き工女について語る鮎飛さん

調理師関係功労者の厚生労働大臣賞受賞報告
理師の技術の発展・資質向上に貢献

12月５日（木）　市長室

賞状を手にする金子さん（右）と玉腰さん（左）

坂本さんが英語教材を寄贈
語に慣れ親しんでもらいたい

12月４日（水）　市長室

英語教材を手にする坂本さんら

ニプロファーマ飛騨工場がユースエール認定企業
に活力と魅力ある職場づくりを進めたい

12月５日（木）　市長室

認定証を手にする竹内社長
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ファンの集いに参加した皆さん

飛騨市のファンが交流を深める
飛騨市ファンの集い in 大阪

　市の魅力発信とファン同士の交流を目的とした「飛騨市ファ
ンの集いin大阪」が大阪市のcafe&dining ESTADIOで行
われ、ファンクラブ会員ら40人が参加しました。
　この日は、ファンクラブ会員さんや市に興味関心がある方が
訪れ、飛騨のお酒や市の老舗旅館蕪水亭の北平嗣二さんが
腕によりをかけて調理した薬草料理を食べながら、ファン同
士の交流を深めました。
　今回の集いでは、大阪出身の大上さんに市の法被を着て交
流会の支援をしていただきました。本当にありがとうございま
した。

岩垣さんに教わりながら料理をする生徒ら

ふるさとの食材を使って料理体験
12月19日（木）　神岡中学校

神岡中学校でふるさと料理教室

　ふるさと料理教室が19日、神岡中学校で行われ同校３年生
55人が地域の食材で料理体験をしました。
　この授業は、ふるさとの食材を使った料理に親しみをもって
もらい、郷土に伝わる財産を大切にし、また食への関心をもっ
てもらおうと同校が初めて企画されました。
　この日は、神岡町の料理店「川甚亭」女将の岩垣章子さん
を講師に招き、飛騨牛と豚肉の豆腐ハンバーグ、山之村の寒
干し大根を使った麻婆大根、お店で使っている自家製味噌や
地元野菜を使ったお味噌汁の３品を、岩垣さんのアドバイスを
受けながら手際よく調理していました。

米

受
12月13日（金）　cafe&dining ESTADIO梅田店

　千葉県木更津市で開催された第21回米・食味分析鑑定コ
ンクール国際大会で金賞等を受賞した農家の皆さんが11日、
市役所を訪れ、都竹市長に受賞の報告をしました。
　この日は、各部門で金賞や特別優秀賞を受賞した、飛騨市
うまいお米研究会に所属する（株）みつわ農園の永田政和さ
ん、畠中望さん、森田大賀さん、（株）和仁農園の平田昌英さ
ん、(有)エイドスタッフの田中一男さんと下稲越農業改良組
合に所属する宮本善秋さんら６人が市役所に訪れ、受賞の喜
びを都竹市長に報告しました。都竹市長は「今後も期待して
います」と激励の言葉を贈り、飛騨のおいしいお米を広くア
ピールしていくと伝えました。

　第24回全日本高校・大学生書道展で、飛騨高山高校（岡
本校舎）の書道部が団体の部で５位、また個人の部で飛騨
市の生徒３人が優秀賞を受賞したとして５日、市役所を訪問
し都竹市長に受賞を報告しました。
　この日は、同校２年生の渡邉菜月さん（古川町）、１年生の
坂下舞香さん（神岡町）、上窪千賀さん（古川町）が市長室
を訪れ、都竹市長に受賞の喜びを報告しました。
　渡邉さんは「来年は上の賞に入れるよう頑張りたい」、坂
下さんは「毎日の練習を積み重ねて上位を目指したい」、上窪
さんは「さらに技術面や気持ちの面を向上させて、大賞や展
賞を目指して頑張りたい」と話しました。

全日本高校・大学生書道展で優秀賞を受賞
賞の喜びを市長に報告

12月５日（木）　市長室

賞状を手にする（右から）坂下さん、上窪さん、渡邉さん

コンで市内の農家６人が賞を受賞
米・食味分析鑑定コンクール国際大会結果報告

12月11日（水）　市長室

コンクールで金賞等を受賞した農家の皆さん



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。日
頃
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、新
天
皇
が
即
位
さ
れ「
令
和
」

と
い
う
新
た
な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
元
号
発
表
時
に
菅
官
房
長
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が
掲
げ

ら
れ
た
額
を
揮
毫
さ
れ
た
の
が
飛
騨
市
古

川
町
出
身
の
茂
住
修
身
さ
ん
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
飛
騨
市
は
二
重
の
祝
賀
ム
ー
ド
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。当
市
の
出
来
事
を

振
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返
り
ま
す
と
、
昨
年
３
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27
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宇
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科
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カ
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オ
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ま
し
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感
じ
る
こ
と
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で
き
な
い
素
粒
子
の
不
思
議

な
性
質
を
迫
力
あ
る
映
像
や
ゲ
ー
ム
で
体

感
で
き
る
施
設
と
し
て
大
変
ご
好
評
い
た

だ
い
て
お
り
、
開
館
以
来
す
で
に
入
館
者
が

12
万
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
10
月

13
日
に
は
、「
全
国
薬
草
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

１
９
in
ひ
だ
」
を
当
市
で
開
催
す
る
こ
と
に

合
わ
せ
、
飛
騨
の
薬
草
を
見
て
、
知
っ
て
、

体
験
で
き
る
施
設
で
あ
る
「
ひ
だ
森
の
め
ぐ

み
」
を
オ
ー
プ
ン
す
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こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

し
て
、
飛
騨
古
川
ま
つ
り
会
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の
リ
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ア
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に
も
着
手
し
て
お
り
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し
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を

図
り
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す
。

　
今
年
は
、
市
議
会
や
総
合
政
策
審
議

会
で
ご
議
論
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
中
の
、

今
後
の
市
の
基
本
方
針
と
な
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く
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掘
り
起
こ
し
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
支
援
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
潮
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に

挑
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、
都
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海
外
へ
の
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拡
大
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
事
業
の
効
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化
の
支
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、そ
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ら

に
進
行
す
る
人
手
不
足
対
策
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
関
係
人
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」

と
言
え
る
よ
う
な
コ
ア
な
飛
騨
市
フ
ァ
ン
の

市
外
の
方
々
と
困
り
ご
と
の
あ
る
市
民
の
皆

さ
ま
の
マッ
チ
ン
グ
を
行
う「
関
係
案
内
所
」

の
開
設
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　「
あ
ん
き
」
の
分
野
で
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
和
光
園
」、
神
岡
町
の
複
合
児

童
福
祉
移
設
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
支
援
、弱

い
立
場
の
方
が一
人
ひ
と
り
あ
り
の
ま
ま
の
自

分
を
大
事
に
さ
れ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

継
続
し
て
行
い
な
が
ら
、特
に
、閉
じ
こ
も
り

の
方
の
支
援
に
つ
い
て
強
化
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
子
供
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
お
む
つ
用
ご
み
袋
の
支
援
や
遊
び

場
の
整
備
に
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
生
涯
現

役
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
全
世
代
の

健
康
づ
く
り
と
し
て
、
減
塩
や
口
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ケ
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の

推
進
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
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リ
体
操
指
導
士
の

養
成
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
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　「
誇
り
」の
分
野
で
は
、
昨
年
か
ら
着
手

し
た「
飛
騨
市
学
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想
」の
中
で
、
目

指
す
未
来
の
創
り
手
像
や
課
題
解
決
型

人
材
育
成
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
つ

い
て
検
討
委
員
会
で
協
議
が
重
ね
ら
れ
て

お
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
ま
と
ま
っ
て
き
て
お
り
ま

す
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に
よ
り
、
学
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と
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っ
て
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ュ
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に
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い
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と
に
な
り
ま
す
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、
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開
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し
て
き
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学
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み
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な
の
博

覧
会
、
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門
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の
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の
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を
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と
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今
年
も
地
域
や
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
出

向
き
、
対
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
困
り
感
に
直
接
対
応
す
る
姿

勢
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
繋
い
で
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
、と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。そ
し
て
、
前
向
き
な
気
を
市
全

体
で
共
有
し
、一
丸
と
な
っ
て
前
に
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
。引
き
続
き
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
とっ
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、年
頭
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挨
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ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族

お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
議
会
運
営
や

活
動
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ

と
代
わ
り
、
新
し
い
時
代
の
幕
が
明
け

ま
し
た
。新
元
号
が
発
表
さ
れ
た
４
月

１
日
は
、
各
地
で
歓
声
が
わ
き
あ
が

り
、
令
和
を
報
じ
た
新
聞
の
号
外
が
飛

ぶ
よ
う
に
な
く
な
る
よ
う
す
が
テ
レ

ビ
に
映
し
出
さ
れ
、
ど
の
顔
も
嬉
し
そ

う
で
久
し
ぶ
り
に
国
民
が
一
体
と
な
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
令
和
」
へ

の
ブ
ー
ム
は
、
飛
騨
市
に
と
り
ま
し
て

も
全
国
に
名
を
知
ら
し
め
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、「
令
和
」を
揮
毫
さ
れ
た
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住
修
身
さ
ん
が
古
川
町
出
身
で
あ
り
、

古
川
町
に
令
和
（
れ
な
）
ち
ゃ
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と
い

う
２
才
の
女
の
子
が
誕
生
し
て
い
た

こ
と
が
報
道
さ
れ
、
脚
光
を
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び
た
こ

と
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記
憶
に
新
し
い
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来
事
で
し
た
。

　
平
成
か
ら
改
ま
っ
た
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」
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が
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し
く
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せ
合
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と
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す
。

　
９
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に
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わ
れ
た
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グ
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・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
代
表
選
手

の
半
数
を
占
め
る
外
国
出
身
選
手
が
、

“

第
二
の
故
郷”
の
国
歌｢

君
が
代
」

を
完
璧
に
歌
い
ま
し
た
。リ
ー
チ
・
マ

イ
ケ
ル
主
将
が
中
心
と
な
り
、
歌
詞
や

意
味
を
外
国
出
身
者
に
説
明
、
理
解
す

る
よ
う
に
伝
え
た
と
の
新
聞
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。

　『
外
国
出
身
選
手
が
君
が
代
を
歌
う

姿
を
見
て
泣
き
そ
う
』、『
日
本
人
よ
り

日
本
人
ら
し
い
』
そ
ん
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
日
本
チ
ー
ム
の
４
連
勝
で

し
た
。ま
さ
し
く
令
和
に
込
め
ら
れ
た

意
味
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
が
実
現
さ

れ
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
花
咲
い
た
ラ
グ

ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
し
た
。

　
さ
て
、
飛
騨
市
内
の
事
業
に
目
を
向

け
ま
す
と
、
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

な
ど
の
宇
宙
物
理
学
を
紹
介
す
る
「
ひ

だ
宇
宙
科
学
館
　
カ
ミ
オ
カ
ラ
ボ
」
が

３
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
12
月
末
ま

で
に
は
、
入
館
者
が
12
万
人
を
超
え
た

こ
と
や
、
神
岡
鉱
山
の
地
下
に
大
型
低

温
重
力
波
望
遠
鏡  ｢

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
」

が
、
10
月
に
完
成
し
観
測
を
始
め
た
こ

と
も
、
市
民
に
と
り
ま
し
て
、
誇
り
と

夢
を
与
え
る
出
来
事
で
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
13
日
に
は
、
神
岡
町
の

山
田
小
学
校
跡
地
で
「
多
機
能
型
障
が

い
者
支
援
施
設
」
の
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
の
施
設
は
、
障
が
い
者
の

生
活
介
護（
定
員
10
名
）、
就
労
支
援
訓

練（
定
員
10
名
）、
短
期
入
所
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ（
定
員
４
名
）、
日
中
一
時
支
援

（
定
員
10
名
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
る
施
設
が
２
億
円
余
り
を
投
じ

て
建
設
さ
れ
、
今
年
の
12
月
に
は
完
成

予
定
で
あ
り
、
山
田
地
域
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
が

益
々
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
飛
騨
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

計
画
に
屋
内
運
動
場
の
整
備
が
盛
り

込
ま
れ
、
全
天
候
で
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

め
る
新
た
な
運
動
場
の
青
写
真
が
新

年
度
に
は
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。更
に
、４
月
に
は「
飛
騨
古
川

ま
つ
り
会
館
」
展
示
装
飾
の
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
竣
工
し
観
光
客
の
増

加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
の
使
命
は
何
か
。そ
れ
は
、
市

民
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
議
会
は
地
域
の
皆

さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
気
持

ち
で
多
様
な
意
思
を
把
握
し
、
そ
の
運

営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
政
策

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
自
主
財
源
の

確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
政
策
経
費
の
自
主
財
源
と
し
て
期

待
さ
れ
る
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ

り
、
元
年
度
収
入
は
、
過
去
最
高
の
10

億
円
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
さ
れ
る
市
長

は
じ
め
職
員
の
ア
イ
デ
ア
実
践
な
ど
、

ま
た
飛
騨
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

全
国
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
む
す
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
せ
で
実
り
多

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
、
議
員
一
同
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
か
ら
令
和
へ
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都竹市長に寄附金を手渡す橋本さん

12月19日（火）　市長室

神岡町の橋本克幸さんから50万円の寄附障がいのある方のために

力いっぱい餅をつく児童生徒ら

登録プレートの登録証伝達
12月25日（木）　神岡町　大坪酒造店別邸

国登録有形文化財の大坪酒造店別邸

　今年９月に国登録有形文化財に登録された、神岡町の「大
坪酒造店別邸」で25日、同店代表取締役の大坪和己さんに文
化庁から記念のプレートが贈られました。
　同別邸は大正前期の建築で、1929年の大火事「船津大火
」の被害を免れ、建築当時のようすも残しており、お客を招く
など交流の場として今でも使用されています。また、平屋建て
で主屋と上座敷、庭と庭が対角に配列されており、どの部屋
からも園庭を眺めることができます。
　この日は、沖畑教育長がプレートと登録証を大坪さんに伝
達しました。大坪さんは「とても誇らしくうれしい。建物を残し
ていく努力も報われました」と話しました。

餅つきで楽しく交流
12月20日（金）　飛騨吉城特別支援学校

飛騨吉城特別支援学校で餅つき交流会

　飛騨吉城特別支援学校の生徒児童29人が殿町青龍会、
青龍台青年部16人と餅つきや鏡餅づくり、花もちづくりで交流
をしました。
　この日は、準備された臼にふかしたもち米を入れると、みんな
で「ヨイショ、ヨイショ」の掛け声とともに児童生徒が一緒になっ
て餅つきを行いました。
　餅つきが終わると、一人ひとりもちを手で丸くこね鏡餅を作っ
たり、紅白の細長いもちを、花もち飾り用の枝に丁寧に巻き付
けて花もちを作りました。
　児童生徒会長の宮前美咲さんは「みんなと一緒に花もちを
作ることができて楽しかったです」と話しました。

プレートを手にする大坪さん

　神岡町の橋本克幸さん（橋本工業（株）会長）から市へ50
万円の寄附をいただきました。
　いただいた寄附金は、現在整備している神岡町山田地内の
飛騨市多機能型障がい者支援施設の備品整備に充てさせて
いただく予定です。
　この日は、橋本さんが市役所を訪問し、都竹市長に寄附金を
手渡しました。橋本さんは「障がいのある方のために何か役に
立ちたいと思い、寄附をさせていただきました」と話しました。
　都竹市長は「大きなご寄附をいただき、本当にありがとうご
ざいました」と感謝を述べました。

子どもたちのさまざまな活動に尽力
12月25日（水）　教育長室

「岐阜県地域子ども支援賞」受賞報告

　県から「岐阜県地域子ども支援賞」を受賞した市民らが25
日、受賞の喜びを沖畑教育長に報告しました。
　この賞は、子どもたちが地域で行うさまざまな活動を一生懸
命に支え、地域にも貢献している、団体・個人に対して知事から
表彰されるものです。
　この日は、市内の子どもたちの見守り活動や体験活動、指導
などに取り組んでいる団体の代表と個人５人が教育長室を訪
問し、喜びを沖畑教育長に報告しました。
　沖畑教育長は「子どもたちがさまざまな場で学びを深め、身
につけていることを感じます。これからも長い活動をしていただ
きたいと思います」と話しました。

賞状を手にする皆さん


